
宮城県におけるCKD連携
宮城県代表 宮崎 真理子（東北大学）
同 地区幹事 杉浦 章（大崎市民病院）

35.2万人

27.6万人

17.3万人

152.8万人

出典 宮城県のメタボリックシンドロームの状況
宮城県地域医療整備計画
日本透析医学会統計調査委員会 我が国の慢性透析療法の現況

人口 平成27年国勢調査

・宮城県には腎臓専門医が約
100名いるが仙台市に所属
の専門医が約7割を占める

・慢性透析の原疾患における
慢性糸球体腎炎が2011年
以降第3位になっている



2/3 大崎地区学術講演会『CKDの地域医療連携の構築』 アステラス
演者…室谷 嘉一（東北医科薬科大学）、杉浦 章

5/25 心腎連関フォーラム『CKD連携を考える』 アストラゼネカ
演者…杉浦 章、清末有宏（森山記念病院 循内）

6/13 県北CKD医療連携セミナー 田辺三菱
演者…大津 明日美（永人会病院）、杉浦 章
＊達内科 佐藤自伸先生座長

6/24 Kidney disease forum in Osaki 大塚製薬
演者…杉浦 章、田中 哲洋（東北大学病院）

8/25 CKD治療update ケレンディア発売記念講演会 バイエル
演者 田中哲洋

10/24 大崎地区チーム医療セミナー（薬剤師向け） 協和キリン
演者 杉浦 章 ＊ダイヤモンドプロジェクト

11/22 大崎エリアCKD連携講演会 協和キリン
演者 杉浦 章、 矢部大介（岐阜大学 糖尿病代謝内分泌科）

12/13 大崎地区学術講演会 これからのCKD連携を考える アストラゼネカ
演者 杉浦 章

大崎・栗原医療圏での CKD連携のとりくみ

地区幹事 杉浦 章（大崎市民病院）



石巻医療圏の
CKD対策
の報告

CKD講演会

地域のCKD診療の連携
を学会発表

第65回 日本腎臓学会学術総会抄録



仙台医療圏、仙南医療圏の取り組み
R4年4月、仙台市若林区・太白区でのCKD連携モデル事業をスタート
https://www.city.sendai.jp/kenkosesaku-zoshin/kurashi/kenkotofukushi/kenkoiryo/ckd.html

R4年6月 仙台市青葉区CKD病診連携WEBセミナー

R4年7月 仙台南CKD病診連携講演会

R4年8月 仙南CKD連携懇話会

49か所

https://www.city.sendai.jp/kenkosesaku-zoshin/kurashi/kenkotofukushi/kenkoiryo/ckd.html


・仙台市のCKD病診連携モデル事業の検証と発展
・腎臓専門医のいない地域のかかりつけ医との連携
・腎炎の早期発見の重要性の啓発を続け、全国一腎炎の予後がいい県を
目指す
・宮城県糖尿病性腎症重症化予防プログラムの推進を糖尿病医とともに
おこなう
・医療機関と連携した保存的腎臓病治療もCKD対策の一つ

今後力を入れたいかかりつけ医との連携における取り組み
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